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エコネ 卜
ど~藤抄己環境逆昼雪力汗了民式室糸各会請奏

(略称藤沢エコネット）
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どうすればできる？温暖化ガス削減

・安全・安心へルシーな食生活を

．横浜港と輸入食品

･生ごみエコ堆肥の作り方

局〒252-0816藤沢市遠藤849-9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

http:"Comcom.jca.apc.org/econet/

洞爺湖ｻﾐｯﾄの課題(中期目標設定と排出権取引制度)、〆壺球温暖化防止は世界の願い,人類の課題.急がねばならない！
地球温暖化による影響を，多くの人々が身近なところで感じ始めている．今年の4月から京都議定

書、議長国日本は6％削減の国際公約を必ず達成しなければ成らない正念場となっている。 日本

の政治家と財界一部にこのことを理解できない人々が居ることが悲しい。

気候温暖化は既に始まっている。地球の平均気温は，産業革命以降，076℃上昇している。更

に，既に大気中に排出された温暖化ガスの影響で，これから20年間に気温がさらに04℃上昇すると

予想されている。 産業革命前に比べて気温上昇を2℃以内に押さえ込むことに全力をそそがなけれ

ば，地球環境と人類の生存を脅かす引き返すことが出来なくなるカタストロフィーの到来を避けねば

ならない。残されるのはあと084℃，時間との勝負で急がねばならない。

洞爺湖サミットの注目点としては、50年までに先進国が60～80％削減で合意できるか．科学者

達が指摘している緊急性に基づき20年までに先進国が25～40％（90年比）削減する中期目標に言

及できるかなどである。PCC報告に言及し、今後10～15年で世界の温室効果ガス排出を増加から

減少に転ずるピークアウトすることで合意できるか中期目標の設定はそのカギである。

藤沢市の現状と将来予測

藤沢での温室効果ガス排出量は，家庭，オフィス，運輸部門で増加が目立つ。藤沢市の環境基

本計画では，2010年度に6％削減（90年比）を目標にしているが，2003年度では基準年比6.6％

増加となり，この傾向がそのまま続くと2010年までに目標達成は難しい状況である。

研究プロジェクトの立ち上げを呼びかける

効果的な削減目標を作り，実施することが早ければ，早い程コストがかからないとスターン報告

は述べている。その為に今，私達市民にできることは，この藤沢市でCO2の排出がどの様になって

いるのか実態を正確に明らかにすることである。その為に，研究プロジェクト「地球温暖化藤沢市

への影響（仮)」を立ち上げようではありませんか。環境省は、温暖化対策に熱心な地方自治体な

どと連携し「日本ｶｰﾎﾞﾝｱｸｼｮﾝ・プラットホーム」を設立することになった。 温室効果ガスの国内排

出量取引制度や，個人や企業が排出した二酸化炭素(CO2)を他での削減事業で埋め合わせる「カ

ーボンオフセット」など経済的手法を活用した取り組みである。藤沢市も率先してこの事業に参加す

ること願う。また，企業が温室効果ガスの排出枠を設定し，過不足分を売買させる排出量取引は，

東京都が国に先行して一定規模以上の事業所に義務づける制度を10年度からスタートさせる予定で

ある。発足を準備している研究プロジェクトでも検討していきたいと考えている。多くの方々の参加を

呼びかけたい。 （宮地俊作）
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